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教科 工業 科目 建築製図 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和２年度　工業科

観
点
の
趣
旨

建築設計製図に関す
る学習や作図・課題演
習を通して、建築設計
製図に関する基本的
な概念や総合的な把
握の仕方を理解し、各
種建築工事における
設計図書の意義や役
割、作図手順などの知
識を身につけている。

各種建築工事に使
用される設計図書作
成に関する基礎的・
基本的な知識を習
得するとともに、創
意工夫して表現する
設計製図の技能を
身につけている。

各種建築工事に使用
される設計図書作成に
関する諸問題を、総合
的な見地から的確に
把握し考察を深め、建
築設計製図における
基礎的・基本的な知識
を活用して適切に思
考・判断し、創意工夫
した製図法で的確に表
現する力を身につけて
いる。

各種建築工事に使用
される設計図書を作成
することに興味・関心
をもち、建築設計製図
の意義や役割の理解
および諸問題の解決を
目指して、主体的に学
習に取り組むとともに、
建築技術者としての望
ましい心構えや態度を
身につけている。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
図面

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
図面

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
図面

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
図面

建築設計製図の基本を学び、設計製図法に至るまで段階を迫って学習する。
建築に関する基礎知識を、総合的にまとめる能力を身につけるように学習する。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

　２年次で建築物の構造には色々な種類があることについて学習しました。また、製図では、木造
建築物の描き方について学習しました。３年次では、鉄筋コンクリート構造（ＲＣ造）、鋼構造（鉄骨
造・Ｓ造）の描き方について学習します。
　躯体（構造体）だけではなく、仕上げや設備（電気設備・空調設備・給排水設備）の描き方について
も学習しましょう。

建築設計製図　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解



a b c d

平面図 〇 ○ ○ ○

立面図 ○ ○ ○

断面図 ○ ○ ○

各伏せ図 ○ ○ ○

平面図 〇 ○ ○ ○

立面図 ○ ○ ○

断面図 ○ ○ ○

各伏せ図 ○ ○ ○
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準
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9

7

6

5

4
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
設
計
製
図

a：鉄筋コンクリート構造の成り立ちに
関心を持つとともに、各図面の相互関
係の理解に意欲的に取り組む。
ｂ：鉄筋コンクリート構造の図面の種
類と基本的な役割、それぞれの図面
のかき方の手順を常に思考・判断し、
鉄筋コンクリート構造の製図法の理解
し、実践的な行動力を身につけてい
る。
ｃ：構造計算書および構造計算基準に
もとづいて作成する図面について常
に思考・判断し、図面の作図方法の
理解に取り組む行動力を身につけて
いる。
ｄ：店舗付事務所、店舗併用住宅、集
合住宅の設計条件や設計の要点を
常に思考・判断し、それらの建築物の
設計製図の具体的な流れの理解に
取り組む行動力を身につけている。

a：学習状況の観察

a：観察記録表

b：図面

c：図面

d：図面

a：鋼構造の成り立ちに関心を持つと
ともに、各図面の相互関係の理解に
意欲的に取り組む。
ｂ：図面の種類とその縮尺、部材の組
立・接合の方法と表現、仕上材の取り
つけ方について常に思考・判断し、適
切な図面表現に取り組むとともに、実
践的な行動力を身につけている。
ｃ：鋼構造の設計の基礎知識と、鋼構
造の一般図と構造図の基本的な図面
のかき方（主要構造材・補助構造材・
仕上材の順にかく）を常に思考・判断
し、鋼構造の製図法の理解に取り組
むとともに、実践的な行動力を身につ
けている。
ｄ：工場、店舗付事務所の設計の要点
を常に思考・判断し、それらの建築物
の設計製図の具体的な流れの理解
に取り組む行動力を身につけている。

建
築
設
備
の
設
計

製
図

ｃ：設備図面は、ＨＡＳＳやＪＩＳ規格と異な
る表現方法を用いたり、異なる設備分野を
組み合わせて図面構成することを常に思
考・判断し、設備機材の図記号の表し方、
設備図面の種類や役割の習得に取り組
む。

ｄ：店舗併用住宅の、給排水・衛生設備図
と冷暖房設備図のかき方を常に思考・判
断し、図面作成の手順の習得に取り組む。

冷暖房・換気・空調
設備

鋼
構
造
の
設
計
製
図

電気設備

○ ○1

○ ○

○ ○2

給排水・衛生設備
の設計

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解
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